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福島県の復興に向けた弊社の主な取組について

福島県

本業での取組

・震災直後は保険金の迅速なお支払いに
注力（全国から応援要員を順次被災地に
派遣し延べ約１万人体制で対応）

・福島県商工会議所連合会、福島県商工会
連合会をご契約者とする除染作業にかかる
賠償責任補償制度を発足

・がれき撤去作業等に係る産業廃棄物事業
者への業務災害補償（政府労災の上乗
せ）をご提供

・被災地建設事業者向け『復興事業支援
パッケージ保険』をリリース（2013年6月）

施策でのご支援

・福島県商工労働部産業創出課（福島県立
医科大学ふくしま医療-産業リエゾン推進室）
の依頼に基づき、医療機器関連集積プロ
ジェクトにおいて、国内外ＰＬ問題に係るセ

ミナーを開催(2012年9月14日)

・小学生を対象とした環境や防災について
学ぶ「みどりの授業」「ぼうさい授業」を福島
市内で開催(2014年12月21日)

・福島商工会議所主催セミナー「企業のため
のメンタルヘルスセミナー」へ講師を派遣
(2015年2月9日)

福島県の早期復興へ

＜派遣＞
・福島県庁 企画調整部 復興・総合計画課へ社員派遣（2011年10月～）

＜物産展の開催や県産品の販売＞
・東京・大阪にて福島県産野菜販売（計3回 2011年5、7、10月）及び企業マルシェを2回開催 （2012年11月・2014年7月）
・弊社社員食堂にて福島県ご当地メニューを提供、売上の一部を寄付（2012年10、11月 約1,500食販売） 2014年度も月1回のペースで継続中
・当社独自の『福島県復興支援企画通販カタログ』を作成し、県産品を全国の社員に販売（2011年度・2012年度）

＜ボランティア活動・支援旅行＞
・東京海上日動ビッグブルー（実業団チーム）による市内女子中学生向けバスケットボールクリニックの開催（2012年12月1日）
・アメフト部(７２名)ボランティア活動で来県「いわき市のＮＰＯ法人運営：オーガニックコットン畑での除草や田植え」（2014年6月28～29日）
・公務開発部(４０名)ボランティア活動で来県「いわき市で防災林の整備」(2014年11月)
・自動車営業開発部、福島自動車営業部（２６名）ボランティア活動で来県「いわき市で学校周辺の草刈り、整備」(2014年11月)
・スキー・スノボー部、福島支店メンバー総勢７０名が合同合宿を実施予定「グランデコスノーリゾート、東山温泉宿泊」（2015年2月28日～3月1日)

＜社員・代理店向け広報誌での情報発信＞
・震災から４年が経過した被災３県の現状を特集。震災からの学びや復興の状況等を現地代理店へインタビュー(2015年3月末 約23,000部発行予定)

直接的なご支援



東京海上日動火災保険(株)ふくしま復興支援マルシェ２０１４の様子 

【チラシ配り】 

福島支店メンバーや県ハッピー隊

と連携し、3,000 部のチラシを 

配りました。 

【会場（新館 2 階展示場）】 

入口にのぼりを設置し、会場に 

つながる通路にはチラシを掲載。

【コープふくしま】 

ふくしまのおいしい農産物や喜多

方ラーメン、なみえ焼きそばなど

の加工品を販売。 

【伊達市観光物産協会】 

桃やジュースを販売。 

PR としてミスピーチも参加。 

【開始時間前】 

当日外出する社員などは、開始時間

前に来場し、買い物をしました。 

【北沢副社長と小泉政務官】

北沢副社長と小泉政務官は、桃の試

食をされ、社員食堂では「なみえ焼

きそば」を召し上がりました。 

【永野社長と小泉政務官】 

永野社長は小泉政務官と面談したほか、 

福島民報、民友社のインタビューに 

応じています。 

【昼時間】 

桃や銘菓の試食もあり、お昼時間には

多くの社員が来場し賑わいました。 

【福島支店メンバーの呼び込み】 

福島支店メンバーの呼び込みもあり、

多くの社員が桃・日本酒・銘菓など

複数の商品を購入しました。 
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